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って，17 世紀から 19 世紀における中国の対日投資について糸貿易を中心に考察した。 
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1. 研究目的 





















3. 14 世紀から 16世紀中国明朝の対外貿易形式 






永楽十七年から嘉靖二十六年の 128 年間，日本は正式に貿易船を 17 回中国に送った。日
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自国は豊作の年でさえ生糸生産量は 94,500kg から 126,000kg にとどまっていた 。需要に
満たないので生糸の値段はあがり，製品の絹の値段も極めて高かった。素絹 100g は銀 2
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のようにまとめられている（表 1） 。 
 
表 1    明末清初唐船生糸輸入高（岩生成一,1953） 
年次 年次(西暦) 生糸輸入総数（斤1） 唐船輸入数（斤） 総数の唐船輸入の割合（%）
崇禎 10 年 1637 206639 15000 7.3 
12 年 1639   60670   
13 年 1640 361428 91902 25.2 
14 年 1641   113355   
15 年 1642 105500 57377 54.4 
16 年 1643 119664 53046 44.3 
17 年 1644 137432 46506 36 
順治 02 年  1645 188668 138261 73.3 
3 年 1646 174414 105075 60.2 
5 年 1648 65835 13559 20.6 
6 年 1649 168108 92564 55 
7 年 1650 235727 166886 70.8 
8 年 1651 143802 71157 49.5 
9 年 1652 225895 187500 83 
10 年 1653 195520 142481 72.9 
11 年 1654 174980 139631 79.8 
12 年 1655   177784   
13 年 1656 234664 188651 80.4 
14 年 1657 127096 112384 88.4 
15 年 1658   135720   
16 年 1659 263368 229891 87.3 
17 年 1660   201383   
18 年 1661 254145 211427 83.2 
康熙   元年  1662   356771   
2 年 1663   47614   
3 年 1664   119208   
4 年 1665 298271 163042 54.7 
10 年 1671   50000   
13 年 1674   220000   
15 年 1676   133282   
19 年 1680   190858   
21 年 1682   173322   
22 年 1683   11291   
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図 1  明末清初(1637-1683 年)唐船の中国糸輸入高表（岩生成一,1953） 
 
 表 2 は日本学者の山脇悌二郎によって整理されたものである 。 
表 2  清代唐船中国糸輸入高（山脇悌二郎,1995） 
年次 数量（斤） 年次 数量（斤） 
1650 108,120 1716 342 
1655 140,137 1719 7,691 
1660 198,780 1724 6,128 
1665 162,236 1728 8,549 
1680 50,000 1732 23,500 
1688 40,520 1736 10,599 
1689 11,618 1737 849 
1709 40,800 1738 4,499 
1710 23,850 1797 3,930 
1711 43,280 1804 2,413 
1712 10,122   
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図 2 清代 17 世紀～19 世紀前期唐船生糸輸入高（山脇悌二郎,1995） 
 
5. 17 世紀以降の中国糸輸入の減少 
 中国糸の輸入激減は日本側の値段からでもはっきり反映されている。1683 年清朝水師は
台湾の鄭氏を破る前の海禁時代の時，糸の値段は下がる一方だった。1649 年長崎の中国糸
の値段は銀 5 両 1 銭，1672 年は 4 両に，1699 年は 3.1 両，1709 年は 2.9 両だった。それ
以降の減少の勢いは抑えられて，値段は安定になった。 




である。清朝初め年の 1648 年から 1672 年の 25 年の中，来日した唐船の輸入総額は 32
万余貫に達した。銀だけで 20 万貫に近く，総輸入額の 61％に達した。その他 9％は黄金，
貨物はただ 30％であった。1672年から 1685年の 12年の中，唐船からもらった銀は 72,400
余貫であった。1709 年長崎の公式報告によると，1648 年から 1708 年の 60 年間で日本か
ら流出した黄金はおよそ 239,7600 両で，銀はおよそ 374,200 貫だった。1662 年から 1708
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 江戸幕府は貨幣用貴金属の流失の局面に対して，さまざまな方法を利用して唐船の来日
を制限した。清朝の海禁を解禁した翌年度（1685 年）に，中国との貿易金額を 6,000 貫に
制限されたが，1688 年は唐船の来日激増に対応できず，来日唐船の上限を 70 隻に変えた。
その後 8 回の変更にわたって，1790 年の 10 隻に固まった。日本の規制によって，唐船の
来日数は規制通りなっていなかったが，数は確かに短期間に激減した。1711 から 1795 年
の来日唐船の年平均数は 13 隻前後，1796 年から 1820 年の来日数は 10 隻前後だった。来
日唐船の減少の為，主な貨物の中国糸の取引に対して大きな影響が与えられた。 
 表 2 と合わせて見ると，1685 年唐船来日規制令が下る前の 1665 から 1680 年の間，中
国糸の輸入はすでに減少していた。唐船は清朝海禁時代で来日の平均数は 37 隻にすぎな
かったが，海禁終了の 1685 年からの 5 年間では年平均 96 隻に増加した ，そして 1686
年からは 73 隻，1690 年までは 144 隻に増加した。唐船来日数と中国糸の貿易量の減少は
海禁終了前後の 1665 年から 1690 年で正の相関が見られないのではないかと考えられる。
すなわち中国糸の貿易量の減少は唐船来日に影響があまりなく，あるいは影響があるとし
ても限りがあり，中国糸の激減と他の貨物の激増の相殺によって唐船来日数に影響がなか
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陣の「白雲村」の練貫職人集団と京都での営業権を争ったが，1513 年(永正 10 年)の下知






 空蝉の 唐織ごろも なにかせむ 綾も錦も 君ありてこそ  
（現世のきらびやかな織物が何になるというの 綾も錦もお見せするあなたがいてこそ価
値があるのに） 






年 6 月明治時代前期の農商務卿西郷従道から功労賞をもらった。 
日本糸産業は 16世紀から 19世紀前半期にわたって長期的に見れば発展は大きく進んだ。
社会的にも認められた成績と技術や産業の革新を基盤として明治以降の日本糸の世界的地
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だが海禁は日本の糸自給を励ました。1711 年 54 隻来日唐船は生糸 50,267 斤，糸綿織物
2,002,149反(糸の織物は 188,032反)，糖 4,475,490斤，薬材 778,860斤，顔料，染料 570,817
斤，鉱物 332,760 斤，皮革類 85,821 枚，書籍 140 箱 2 部であった。しかし 1804 年 11 隻
唐船は生糸 2,413斤，織物 14,366反，薬材 909,218斤，糖 1,285,600斤，顔料と染料 412,298
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生糸 糸織物 皮革類 糖 顔料と染料 鉱物 薬材
1711年と1804年唐船来日一部貨物の比較
1711年 1804年
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